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１
月
６
日
、
「
令
和
５
年
新
冠
消
防
団
・

消
防
署
新
冠
支
署
連
合
出
初
式
」
が
開
か

れ
、
消
防
団
員
90
名
と
新
冠
支
署
職
員
17

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り
３
年
ぶ
り

の
開
催
と
な
っ
た
今
年
の
出
初
式
は
、
市

街
地
を
消
防
車
両
と
と
も
に
練
り
歩
く
パ

レ
ー
ド
は
中
止
し
、
新
冠
支
署
屋
外
訓
練

場
で
観
閲
式
の
み
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
レ
・
コ
ー
ド
館
で
式
典
が
行

わ
れ
、
長
年
の
活
動
を
讃
え
、
消
防
団
員

30

名

に

対

し
、

北
海
道
知
事
表

彰
な
ど
の
表
彰

状
が
伝
達
さ
れ

た
ほ
か
、
士
気

の
高
揚
と
団
結

力
を
高
め
る
た

め
、
出
席
者
全

員
で
消
防
の
誓

い
を
読
み
上
げ

ま
し
た
。

令
和
５
年
新
冠
消
防
団

消
防
署
新
冠
支
署
連
合
出
初
式

　

１
月
29
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー

ル
で
、
若
林
樹
さ
ん
（
新
冠
小
学
校
５
年
）

と
、
小
野
寺
拓
真
さ
ん
（
札
幌
開
成
中
等

教
育
学
校
５
年
）
に
よ
る
ピ
ア
ノ
リ
サ
イ

タ
ル
が
開
か
れ
、
町
内
外
か
ら
約
２
０
０

名
の
来
場
が
あ
り
ま
し
た
。

　

若
林
さ
ん
は
、
日
本
バ
ッ
ハ
コ
ン
ク
ー
ル

で
金
賞
に
輝
く
な
ど
、
多
く
の
コ
ン
ク
ー
ル

で
入
賞
さ
れ
、
ま
た
、
小
野
寺
さ
ん
は
、
昨

年
４
月
に
Ｃ
Ｄ
を
リ
リ
ー
ス
し
、
全
国
の

ホ
ー
ル
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
若
林
さ
ん
の
演
奏
か
ら
始

ま
り
、
小
野
寺
さ
ん
の
曲
の
解
説
を
交
え

た
演
奏
、
ア
ン
コ
ー
ル
で
は
二
人
の
連
弾

が
披
露
さ
れ
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

ピ
ア
ノ
リ
サ
イ
タ
ル

若
き
才
能
き
ら
め
く
二
人
の
ピ
ア
ニ
ス
ト

ま ち の

話 題
あ れ こ れ

その１

　

12
月
13
日
、
町
稲
作
振
興
会

は
、
町
内
の
小
中
学
校
３
校
の

児
童
生
徒
に
、
地
元
で
と
れ
た

美
味
し
い
お
米
を
食
べ
て
も
ら

お
う
と
、
町
内
で
生
産
さ
れ
た

新
米
の
判
官
伝
説
、
計
１
５
０

キ
ロ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
例
年
同
会
が
実
施

し
て
い
る
地
域
貢
献
事
業
の
一

環
で
、
新
冠
小
で
は
、
校
長
室

に
集
ま
っ
た
児
童
会
役
員
６
名

が
お
米
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

新
冠
町
稲
作
振
興
会

今
年
も

判
官
伝
説
の

新
米
を

プ
レ
ゼ
ン
ト

　

12
月
14
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
「
ひ
と
り
暮
ら
し
ふ
れ
あ
い

年
越
会
」
が
開
か
れ
、
約
70
名

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
44
年
目
を
迎
え
た
、

こ
の
事
業
は
、
ひ
と
り
暮
ら
し

の
方
同
士
の
交
流
を
目
的
に
行

わ
れ
、
こ
の
日
は
、
こ
ど
も
園

の
園
児
に
よ
る
、
よ
さ
こ
い
の

観
賞
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
「
あ
ゆ
み
」
の
司
会
進
行
に

よ
る
ゲ
ー
ム
を
行
う
な
ど
、
楽

し
い
ひ
と
時
を
過
し
ま
し
た
。

よ
さ
こ
い
や

ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
な
ど
を

楽
し
む

ひ
と
り
暮
ら
し
ふ
れ
あ
い
年
越
会

　

12
月
22
日
、
町
共
同
募
金
委

員
会
鎌
田
盛
行
会
長
よ
り
、
社

会
福
祉
法
人
新
冠
ほ
く
と
園
湯

沼
博
理
事
長
に
義
援
金
11
万
円

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
室
蘭
建
設
業
協
会
と

日
高
建
設
協
会
が
日
高
地
方
共
同

募
金
委
員
会
に
義
援
金
を
寄
附
し

た
こ
と
に
伴
い
贈
ら
れ
た
も
の

で
、
湯
沼
理
事
長
は
「
入
所
者
の

ク
リ
ス
マ
ス
プ
レ
ゼ
ン
ト
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
感
謝

の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
義
援
金

今
年
も

新
冠
ほ
く
と

園
に

11
万
円
の

義
援
金

　

12
月
15
日
、「
歳
末
防
犯
運

動
出
陣
式
」
が
役
場
ロ
ビ
ー
で

開
か
れ
、
関
係
者
約
30
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
事

故
や
事
件
に
巻
き
込
ま
れ
な
い
た

め
に
毎
年
実
施
し
て
い
る
も
の

で
、
町
防
犯
協
会
の
谷
口
貞
保
会

長
は
「
道
内
も
詐
欺
被
害
が
多
く
、

皆
さ
ん
も
近
く
の
お
年
寄
り
に
声

を
掛
け
未
然
に
防
止
し
、
歳
末
啓

発
に
協
力
を
お
願
い
し
た
い
」
と

呼
び
掛
け
ま
し
た
。

安
心
で
安
全
な
町
を
目
指
し

歳
末
防
犯
運
動
出
陣
式

　

12
月
27
日
、
兵
庫
県
の
エ
ス

フ
ー
ズ
㈱
（
村
上
真
之
助
社
長
）

よ
り
、
当
町
が
掲
げ
る
「
産
業

振
興
の
活
性
化
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
」
に
対
し
、
１
０
０
０
万

円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
出
田
純
治
取
締

役
が
訪
れ
、「
新
冠
町
に
は
日

高
食
肉
セ
ン
タ
ー
を
は
じ
め
大

変
お
世
話
に
な
っ
て
い
ま
す
。

作
っ
た
お
肉
を
世
界
に
輸
出

し
、
今
後
も
邁
進
し
て
い
き
ま

す
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し

エ
ス
フ
ー
ズ
㈱
が

１
０
０
０
万
円
を

寄
附

　

12
月
18
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
「
Ｂ
Ａ
Ｎ
Ｄ　

Ｆ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ｉ
Ｖ

Ａ
Ｌ　

２
０
２
２
」
が
開
か
れ
、

１
２
３
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、
第
１
部
で
Ｇ
ｌ
ｏ

ｗ　

Ｏ
ｆ　

Ｄ
ｉ
ａ
ｍ
ｏ
ｎ
ｄ
ｓ

（
町
内
中
高
生
バ
ン
ド
）、
第
２
部

で
レ
・
コ
ー
ド
館
ジ
ュ
ニ
ア
ジ
ャ

ズ
バ
ン
ド
＆
新
冠
軽
音
楽
愛
好
会

ブ
ル
ー
ホ
ー
ス
の
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
、
歌
や
演
奏
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま

な
ジ
ャ
ン
ル
の
曲
が
披
露
さ
れ
、

観
客
を
魅
了
し
ま
し
た
。

バ
ン
ド
フ
ェ
ス
で
観
客
を
魅
了

美
し
い
演
奏
と
迫
力
あ
る
歌
声

　

12
月
22
日
、「
ひ
だ
か
馬
の

絵
コ
ン
テ
ス
ト
」
の
入
賞
者
へ

日
高
振
興
局
生
田
泰
局
長
か
ら

表
彰
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
日
高
振
興
局
が
子

ど
も
た
ち
に
絵
を
描
く
こ
と
を

通
じ
て
、
馬
へ
の
親
し
み
や
関

心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
毎
年

実
施
し
て
い
る
も
の
で
、
新
冠

小
学
校
か
ら
野
本
彩
水
さ
ん

（
５
年
）
が
優
秀
賞
、
中
村
帆

波
さ
ん
（
２
年
）、
田
中
葵
さ

ん
（
１
年
）
が
入
賞
し
ま
し
た
。

新
冠
小
学
校
の
児
童
３
名
が
入
賞

ひ
だ
か
馬
の
絵
コ
ン
テ
ス
ト

　

１
月
10
日
、
氷
川
神
社
で
町

交
通
安
全
推
進
委
員
会
（
鳴
海

修
司
会
長
）
主
催
の
「
交
通
安

全
祈
願
祭
」
が
開
か
れ
、
交
通

安
全
推
進
委
員
の
ほ
か
、
静
内

警
察
や
町
関
係
者
14
名
が
参
列

し
ま
し
た
。

　

主
催
者
を
代
表
し
て
挨
拶
し

た
鳴
海
会
長
は
「
交
通
事
故
死

ゼ
ロ
を
継
続
す
る
た
め
に
は
皆

さ
ん
の
ご
協
力
が
不
可
欠
。
引

き
続
き
支
援
と
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
１
年
の

新
冠
町
の

交
通
安
全
を

願
い

氷
川
神
社
で

交
通
安
全
祈
願
祭
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１
月
31
日
、
札
幌
市
の
株
式
会
社
シ
ズ

ナ
イ
ロ
ゴ
ス
（
伊
藤
功
一
郎
社
長
）
よ

り
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
活
用
し
、

当
町
が
掲
げ
る
「
産
業
振
興
の
活
性
化

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
「
地
域
担
い
手

育
成
総
合
支
援
協
議
会
事
業
」
に
対
し
、

３
０
０
万
円
の
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
附

は
、
同
日
開
催

さ
れ
た
「
新
規

就
農
者
激
励
会
」

で
、
農
業
者
と

し
て
第
一
歩
を

踏
み
出
し
た
３

組
の
新
規
就
農

者
へ
の
支
援
金

と
し
て
活
用
さ

せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

㈱
シ
ズ
ナ
イ
ロ
ゴ
ス

町
に

３
０
０
万
円
を

寄
附

その2
　

１
月
８
日
、
レ
・

コ
ー
ド
館
シ
ア
タ
ー

で
新
冠
町
教
育
賞
・
教

育
奨
励
賞
表
彰
式
が

行
わ
れ
、
教
育
賞
４

名
、
教
育
奨
励
賞
４

名
、
３
団
体
が
そ
れ
ぞ

れ
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
式
で
は
、
奥
村

尚
久
教
育
長
が
式
辞

を
述
べ
た
後
、
受
賞
者

一
人
ひ
と
り
に
表
彰

盾
を
授
与
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
受
賞
者
を

代
表
し
て
、
教
育
賞

を
受
賞
さ
れ
た
前
山

光
暁
さ
ん
か
ら
挨
拶

が
あ
り
「
素
晴
ら
し

い
賞
を
い
た
だ
く
こ

と
が
で
き
た
の
も
、

関
係
各
位
の
皆
さ
ま

の
ご
指
導
の
賜
物
と

感
謝
し
ま
す
。
こ
れ

ま
で
以
上
に
そ
れ
ぞ

れ
の
立
場
で
活
躍
で

き
る
よ
う
、
さ
ら
に

研
さ
ん
を
積
み
、
ふ

る
さ
と
新
冠
の
魅
力

を
高
め
る
一
助
と
な

れ
る
よ
う
今
後
も
努

力
し
て
い
き
ま
す
。
」

と
受
賞
へ
の
思
い
と
、

今
後
の
抱
負
を
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。

教
育
賞

前
山　

光
暁
さ
ん
（
字
北
星
町
）

平
成
24
年
か
ら
新
冠
町
社
会
教
育
委

員
と
し
て
、
長
年
に
亘
り
青
少
年
の

健
全
育
成
に
寄
与
さ
れ
、
当
町
に
お

け
る
社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献
さ
れ

ま
し
た
。

芦
澤　

俊
一
さ
ん
（
字
明
和
）

平
成
２
年
か
ら
新
冠
ア
イ
ヌ
協
会
の

役
員
と
し
て
、
長
年
に
亘
り
ア
イ
ヌ
文

化
の
普
及
と
伝
承
に
寄
与
さ
れ
、
当
町

に
お
け
る
社
会
教
育
の
推
進
に
貢
献

さ
れ
ま
し
た
。

芸
術
文
化
賞

澁
谷　

菜
帆
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

第
24
回
江
差
追
分
少
年
全
国
大
会

準
優
勝

ス
ポ
ー
ツ
賞

山
内　
　

樹
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

令
和
４
年
度
第
38
回
北
海
道
高
等
学

校
新
人
陸
上
競
技
大
会

男
子
や
り
投　

準
優
勝

芸
術
文
化
奨
励
賞

関
根　

芙
季
さ
ん
（
字
北
星
町
）

苫
小
牧
地
区
連
選
抜
大
会
兼
全
道
民
謡

決
勝
大
会
予
選
会

幼
年
の
部　

優
勝

新
冠
中
学
校
吹
奏
楽
部

令
和
４
年
度
第
67
回
北
海
道
吹
奏
楽

コ
ン
ク
ー
ル
日
胆
地
区
予
選

中
学
校
Ｃ
編
成
の
部　

金
賞

ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞

新
冠
中
学
校
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部

令
和
４
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育

大
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル　

優
勝

新
冠
中
学
校
女
子
卓
球
部

令
和
４
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育

大
会
卓
球
大
会

女
子
団
体
戦　

優
勝

矢
野　

朝
輝
さ
ん
（
字
西
泊
津
）

令
和
４
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育

大
会
陸
上
大
会

男
子
砲
丸
投　

優
勝

渡
邊　

春
花
さ
ん
（
字
節
婦
町
）

令
和
４
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育

大
会
陸
上
大
会

女
子
砲
丸
投　

優
勝

福
田　

稜
享
さ
ん
（
字
美
宇
）

令
和
４
年
度
日
高
地
区
中
学
校
体
育

大
会
柔
道
大
会

男
子
55
㎏
級　

優
勝

表彰式当日欠席された澁谷さんに
１月 25日、奥村教育長から
表彰盾が授与されました

　

１
月
29
日
、
町
民
ス
ポ
ー
ツ

セ
ン
タ
ー
で
「
第
34
回
昭
和
新

山
国
際
雪
合
戦
第
18
回
日
高
地

区
予
選
大
会
」
が
開
か
れ
、
11

チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

２
月
25
日
・
26
日
に
行
わ
れ

る
、
本
大
会
へ
の
切
符
を
勝
ち

取
っ
た
の
は
、
一
般
の
部
で
優

勝
し
た
「
ロ
ジ
ッ
ク
」
と
「
Ｎ

Ｏ　

Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｇ
Ｅ
」、
レ
デ
ィ
ー

ス
の
部
は
、「
駒
苫
女
子
硬
式
野

球
部
Ｏ
Ｇ
」
と
「
オ
ハ
ナ
」
の

計
４
チ
ー
ム
で
す
。

目
指
せ
！
昭
和
新
山
！

白
熱
し
た
熱
戦
繰
り
広
げ
ら
れ
る

　

１
月
15
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

で
「
ル
ノ
ー
ル
バ
レ
エ
グ
ル
ー

プ
お
さ
ら
い
会
」
が
開
か
れ
、

約
２
３
０
名
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

ル
ノ
ー
ル
は
、
新
冠
、
新
ひ

だ
か
、
浦
河
の
３
町
の
子
ど
も

た
ち
が
所
属
す
る
ク
ラ
シ
ッ
ク

バ
レ
エ
サ
ー
ク
ル
で
３
歳
か
ら

中
学
３
年
生
の
34
名
が
在
籍
。

　

こ
の
日
は
、
計
14
演
目
を
ソ

ロ
や
グ
ル
ー
プ
で
披
露
し
、
華

麗
な
演
技
に
観
客
か
ら
大
き
な

拍
手
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

練
習
の
成
果
を
お
さ
ら
い
会
で
披
露

華
麗
な
演
技
で
観
客
を
魅
了

　

１
月
18
日
、
本
町
多
目
的
交

流
セ
ン
タ
ー
で
、
ガ
ラ
ポ
ン
抽

選
会
が
開
か
れ
、
新
年
に
幸
運

を
つ
か
も
う
と
大
勢
の
町
民
が

ガ
ラ
ポ
ン
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

　

抽
選
は
、
年
末
に
町
内
な
ど

の
参
加
店
で
１
万
円
分
の
買
い

物
を
す
る
と
１
回
抽
選
で
き
る

仕
組
み
で
、
特
賞
は
現
金
５
万

円
が
５
本
で
総
額
80
万
円
分
、

合
計
１
０
０
本
が
厳
正
な
抽
選

に
よ
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

セ
ー
ル
・
ザ
・
に
い
か
っ
ぷ

現
金
が
当
た
る
!!
ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会

　

１
月
19
日
、
新
冠
中
学
校
に

法
務
省
お
よ
び
全
国
人
権
擁
護

委
員
会
連
合
会
よ
り
感
謝
状
が

伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
校
は
、
全
校
生
徒
が
毎
年
、

中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

に
参
加
し
て
お
り
、
同
コ
ン
テ

ス
ト
の
実
施
に
多
大
な
貢
献
を

し
、
生
徒
の
人
権
意
識
の
高
揚

の
た
め
に
尽
力
し
た
こ
と
が
評

価
さ
れ
、
こ
の
た
び
、
感
謝
状

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

人
権
作
文
の
実
施
に
多
大
の
貢
献

新
冠
中
学
校
に
感
謝
状
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令
和
４
年
11
月
21
日
か
ら
12
月
５
日

ま
で
の
う
ち
６
日
間
、
各
自
治
会
や
認

定
こ
ど
も
園
ド
・
レ
・
ミ
保
護
者
会
役

員
お
よ
び
各
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
町
女

性
コ
ニ
ュ
ニ
テ
ィ
会
議
と
町
政
懇
談
会

を
開
催
し
ま
し
た
。

　『
広
報
に
い
か
っ
ぷ
』
で
は
、
こ
の

町
政
懇
談
会
で
鳴
海
町
長
か
ら
ど
の
よ

う
な
話
が
あ
っ
た
の
か
、
ど
の
よ
う
な

意
見
交
換
が
な
さ
れ
た
か
を
ご
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。

　
今
月
号
で
は
、
町
長
が
各
会
場
で
説

明
し
た
、
町
の
取
り
組
み
の
要
旨
に
つ

い
て
紹
介
し
ま
す
。

①
『
第
三
セ
ク
タ
ー
㈱
新
冠
ヒ
ル

ズ
の
清
算
に
つ
い
て
』

　
　

平
成
10
年
に
設
立
さ
れ
た
株
式
会

社
新
冠
ヒ
ル
ズ
は
、
こ
れ
ま
で
長
い

間
、
経
営
不
振
を
抜
け
出
す
こ
と
が

で
き
な
い
状
況
下
に
あ
り
、
近
年
で

は
赤
字
経
営
の
状
況
に
あ
り
ま
し
た
。

　
　

町
は
、
筆
頭
株
主
、
そ
し
て
設
立
者

と
し
て
の
責
任
で
第
三
セ
ク
タ
ー
の
進

む
べ
き
方
向
性
と
し
て
「
会
社
の
解
散
」

を
示
し
た
こ
と
で
、
会
社
は
経
営
の
継

続
を
断
念
、
解
散
を
決
断
し
清
算
手
続

き
を
進
め
、
令
和
４
年
10
月
６
日
に
開

か
れ
た
臨
時
株
主
総
会
で
、
清
算
に
係

る
決
算
が
承
認
可
決
し
た
こ
と
か
ら
、

第
三
セ
ク
タ
ー
株
式
会
社
新
冠
ヒ
ル
ズ

は
、
法
人
と
し
て
消
滅
し
ま
し
た
こ
と

を
報
告
し
ま
す
。

　
　

町
の
示
し
た
方
向
性
か
ら
始
ま
っ

た
一
連
の
こ
の
事
業
は
、
大
き
な
痛

み
を
伴
い
ま
し
た
が
、
町
の
未
来
と

子
ど
も
た
ち
の
将
来
負
担
を
深
く
考

え
た
結
果
で
あ
り
、
ご
理
解
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

②
『
国
保
診
療
所
の
建
替
事
業
と

町
民
の
健
康
増
進
に
つ
い
て
』

　
　

老
朽
化
が
著
し
い
国
保
診
療
所

は
、
こ
れ
ま
で
幾
度
か
建
て
替
え
計

画
が
立
ち
上
が
っ
て
い
ま
し
た
が
、

医
療
ス
タ
ッ
フ
確
保
の
難
し
さ
、
そ

し
て
財
政
上
の
不
安
な
ど
を
理
由
に

断
念
し
て
き
ま
し
た
。

　
　

私
は
、
問
題
、
課
題
を
一
つ
一
つ

整
理
し
、
解
決
の
糸
口
を
確
か
め
た

上
で
、
国
保
診
療
所
の
建
て
替
え
に

向
け
た
取
り
組
み
に
つ
い
て
着
手
す

る
決
断
を
し
ま
し
た
。

　
　

現
在
は
、
基
本
構
想
の
策
定
を
終

え
、
基
本
計
画
の
策
定
に
着
手
し
て

い
ま
す
が
、
協
議
に
当
た
っ
て
は
、

出
来
る
限
り
議
会
と
の
協
議
を
踏
ま

え
な
が
ら
事
業
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

町
の
基
盤
を
築
き
、
未
来
永
劫
存

続
さ
せ
る
た
め
に
は
、
医
療
の
整
備

は
不
可
欠
と
考
え
、
医
療
・
福
祉
の

充
実
を
今
後
も
続
け
て
い
き
ま
す
。

③
『
学
校
教
育
に
つ
い
て
』

　
　

こ
れ
ま
で
、
文
部
科
学
省
が
打
ち

出
し
て
い
る
「
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
（
ギ
ガ
）

ス
ク
ー
ル
構
想
」
に
基
づ
き
、
児
童

生
徒
１
人
１
台
の
学
習
用
パ
ソ
コ
ン

の
整
備
を
進
め
、
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
の
推

進
に
努
め
て
き
た
ほ
か
、
児
童
生
徒

数
の
減
少
に
伴
う
学
級
数
の
維
持
と

授
業
改
善
対
策
と
し
て
、
町
費
負
担

教
員
の
配
置
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
現
在
の
町
内
に
お
け
る
２
つ

の
小
学
校
を
令
和
５
年
度
を
も
っ
て

統
合
す
る
と
し
て
、
現
在
、
事
業
推

進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
　

こ
れ
ら
一
連
の
取
り
組
み
は
、
よ

り
良
い
教
育
環
境
の
構
築
を
目
的
と

す
る
も
の
で
あ
り
、
新
冠
の
子
ど
も

た
ち
に
等
し
く
良
好
な
教
育
環
境
を

享
受
し
て
も
ら
う
た
め
で
あ
る
こ
と

を
ご
理
解
願
い
ま
す
。

④
『
道
の
駅
整
備
事
業
に
つ
い
て
』

　
　

道
の
駅
整
備
事
業
は
、
こ
れ
ま
で

令
和
７
年
度
の
新
冠
Ｉ
Ｃ
開
通
に
併

せ
て
整
備
を
終
え
る
と
し
て
進
め
て

き
て
お
り
、
具
体
的
な
協
議
は
、
役

場
内
に
設
置
し
た
検
討
会
議
に
お
い

て
進
め
て
き
ま
し
た
。

　
　

こ
の
こ
と
は
、
大
き
な
事
業
費
を

伴
い
、
ま
た
、
新
冠
Ｉ
Ｃ
開
通
に
よ
っ

て
ど
れ
だ
け
の
観
光
客
が
当
町
に
訪

れ
る
か
が
見
え
な
い
中
で
行
わ
れ
る

協
議
な
た
め
、
慎
重
に
協
議
を
進
め

ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て

き
ま
し
た
。

　
　

し
か
し
、
国
保
診
療
所
の
建
て
替

え
や
日
本
・
千
島
両
海
溝
巨
大
地
震

対
策
な
ど
の
大
型
事
業
を
計
画
し
て

い
る
た
め
、
町
財
政
の
負
担
も
考
え
、

道
の
駅
整
備
事
業
の
推
進
の
歩
み
を

遅
ら
せ
る
こ
と
も
想
定
し
て
い
ま
す
。

　

※
令
和
４
年
12
月
13
日
に
行
わ
れ

た
、
第
４
定
例
会
議
会
の
行
政
報
告

に
お
い
て
、
道
の
駅
整
備
事
業
は
、

事
業
期
間
を
同
じ
く
す
る
国
保
診
療

所
建
替
整
備
事
業
、
並
び
に
防
災
関

係
事
業
な
ど
の
大
型
事
業
を
同
時
並

行
し
て
進
め
る
こ
と
は
、
町
の
財
政

運
営
上
か
ら
も
適
切
な
判
断
で
は
な

い
と
考
え
、
道
の
駅
整
備
の
推
進
を

一
時
留
保
し
、
道
の
駅
の
運
営
な
ど

十
分
な
協
議
を
行
っ
た
上
で
改
め
て

整
備
推
進
す
る
こ
と
を
報
告
し
て
い

ま
す
。

⑤
『
合
葬
墓
の
整
備
に
つ
い
て
』

　
　

合
葬
墓
に
は
、
少
子
高
齢
化
の
進

行
も
あ
り
、
お
墓
の
管
理
担
い
手
の

減
少
か
ら
、
町
民
ニ
ー
ズ
が
高
い
こ

と
が
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　
　

町
は
、
設
置
に
向
け
事
業
推
進
し

て
お
り
、
現
在
、
国
か
ら
の
補
助
金

交
付
に
向
け
た
折
衝
を
関
係
機
関
と

行
っ
て
お
り
、
町
の
財
政
負
担
の
軽

減
を
図
り
つ
つ
事
業
実
施
す
る
た
め

の
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

⑥
『
防
災
対
策
の
取
組
に
つ
い
て
』

　
　

町
は
、
千
年
に
一
度
の
大
雨
を
想

定
し
た
洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作

成
し
た
こ
と
に
続
き
、
令
和
４
年
３

月
に
津
波
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

し
、
全
戸
配
付
を
し
ま
し
た
。

　
　

ま
た
、
日
本
・
千
島
両
海
溝
巨
大

地
震
に
つ
い
て
、
そ
の
不
安
と
防
災

対
策
の
必
要
性
が
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
ま
す
が
、
令
和
４
年
７
月
28
日
に

北
海
道
が
公
表
し
た
当
町
の
被
害
想

定
で
は
、
当
町
の
被
害
死
亡
者
数
は
、

お
よ
そ
２
６
０
０
人
で
、
人
口
の

50
％
を
占
め
ま
す
。

　
　

こ
の
要
因
は
、
新
冠
、
節
婦
両
市

街
地
に
人
口
が
集
中
し
て
お
り
、
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
浸
水
す
る
た
め
と
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
　

そ
の
た
め
、
町
は
避
難
タ
ワ
ー
や

避
難
所
確
保
対
策
に
取
り
組
む
こ
と

で
、
津
波
発
生
か
ら
到
達
ま
で
の
想

定
時
間
で
あ
る
20
分
程
度
で
の
避
難

体
制
の
確
立
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

令和４年度　町政懇談会開催報告①

　
今
月
号
で
は
、
町
政
懇
談
会
で

町
長
が
各
会
場
で
説
明
し
た
、
町

が
取
り
組
ん
で
い
る
主
な
政
策
な

ど
に
つ
い
て
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
次
号
３
月
号
で
は
、

各
会
場
で
出
さ
れ
ま
し
た
、
主
な

ご
質
問
や
ご
意
見
を
ご
紹
介
し
て

い
き
ま
す
。

令和４年４月１日から
北海道ホテル＆リゾートの運営の下

リニューアルオープンした
新冠温泉・ホテルヒルズ

令和７年度に建て替えを予定している
国保診療所の建設予定地

保健センター横の駐車場付近

道の駅
サラブレッドロード新冠

令和５年度に整備が予定される合葬墓の
建設予定地（判官館霊園内）

令和４年３月に作成された
津波ハザードマップ
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　令和４年 10月 28 日に閣議決定された「物価

高克服・経済再生実現のための総合経済対策」

に基づき、全ての妊婦・子ども・子育て世帯へ

の支援に対応した、新冠町出産・子育て応援給

付金の支給を開始します。

　対象者の方に対し、随時、個別

案内などを送付しますので、不明

な点がございましたら、保健福祉

課までお問い合せください。

○要件等

　妊娠届出後および出生届出後それぞれにおい

て、保健師などによる面談やアンケートの回答

が要件となります。

※所得制限はありません

●問い合わせ先

　保健福祉課保健福祉グループ健康推進係

　☎ 0146・47・2113

○支給対象者

【妊娠時】

　令和４年４月以降に妊娠届を提出した妊婦の方

【出産時】

　令和４年４月以降に出産し、児童を養育する方

○支給額

【妊娠分】　妊婦１人当たり現金５万円

【出産分】　児童１人当たり現金５万円

※双子の場合、妊娠分５万円、出産分10万円を支給

※ 12月以前に出産した方は妊娠分・出産分を併

せて10万円を支給

○ご案内時期

役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information － その1

新冠町出産・子育て応援給付金について

妊娠届出・出産した時期 ご案内時期

１
令和４年４月１日～

令和５年1月 31日

令和５年２月上旬頃までに案内

文書および申請書を送付します。

２ 令和５年２月１日～
妊娠届出時や出生届出時などに、

その都度、ご案内します。

健 康 カ レ ン ダ ー
（お問い合わせ先：保健福祉課　☎ 0146・47・2113）

月　日 時　間 事業名 場　所

２
月

13日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

18日（土）
受付
　8：30～

婦人科検診
（乳がん、子宮頸がん検診）

東町生活館

28日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

３
月

５日（日） 13：00～15：30
母親学級キレイ☆ママパパる～む

～出産編～
レ・コード館

８日（水） 10：00～12：00 からだリセット講座 東町生活館

10日（金） 10：00～11：30
母親学級キレイ☆ママパパる～む

～育児編～
東町生活館

13日（月） 13：00～16：30 フッ素塗布 レ・コード館

16日（木） 13：15～15：30 ５歳児相談 レ・コード館

28日（火）
受付10：00～ 4・7・12 ヶ月児健康診査

レ・コード館
受付 13：00～ 1歳6ヶ月・3歳児健康診査

ご寄附ありがとうございました。（敬称略）

●老人ホーム「恵寿荘」で役立ててと

☆匿　名 （100,000円）

☆葛野　弘子 （古布２袋）

☆鈴木　恵美子 （カット布２袋）

☆高橋　百合 （古布４袋）

☆江口　啓子 （オムツ10袋）

☆三好　清子 （古布３袋）

☆匿　名 （古布３箱）

☆ボランティアグループちょぼら （カット布11袋）

新冠町社会福祉協議会へ
●香典返しに代えて

☆佐藤　千尋 （30,000円）

☆會田　雅子 （50,000円）

☆坂元　芳春 （30,000円）

☆飛渡　清一 （100,000円）

☆岬　　静香 （100,000円）

●福祉事業に役立ててと

☆田端　百合子 （古布４袋）

☆匿　名 （古切手１袋）

古布の寄贈のお願い
　ご自宅に古シーツや古着などの布製品

がありましたら、老人ホーム恵寿荘・社

会福祉協議会にご持参ください。

ねこの里親譲渡会の開催
　室内飼育し、むやみに繁殖させないよう不妊

手術をすることはペットの飼い主や野良猫にエ

サをあげている人間の責任です。

○開催日：２月 19 日（日）

○場　所：字本町 38 番地

　　　　　本町多目的交流センター駐車場向かい

○申　込：完全予約制。

　見学のお申し込み・お問い合わせ

は LINE 公式からお願いします。

【里親になる条件】

・完全室内飼い

・不妊去勢する

・ペット可物件にお住まい

・終生飼育

○主　催：犬猫ボランティア WARP

○協　賛：㈱ノードネットワークス

※会場はボランティアとは関係あり

ませんので協賛会社へのお問い合わ

せはご遠慮ください

●問い合わせ先：犬猫ボランティア WARP

　LINE 公式からお願いします。

　新冠町議会議員選挙
　　　　　　　立候補予定者説明会
　４月 23 日（日）に執行する新冠町議会議員選

挙の立候補予定者説明会を次のとおり行います。

立候補を予定されている方はご出席くださいます

ようお願いします。

※代理の方の出席も可能

○日　時　　３月 20 日（月）　午後１時 30 分～

○場　所　　役場庁舎 201 会議室

●問い合わせ先

　新冠町選挙管理委員会事務局

　☎ 0146・47・2111

　新型コロナウイルス感染症の状況により中止および延期

する場合があります。事業の詳細は、対象者への個別案内

や町政事務委託文書などでお知らせします。

「２月 14日」は献血にご協力を
　400ml 献血は、患者さんの輸血副作用を軽減す

ることにつながることから需要が増えています。

400ml 献血への、皆さんのご協力をお願いします。

・日時：２月 14 日（火）

・場所：農協前　10 時～ 11 時 30 分

　　　　役場前　13 時～ 16 時 30 分

●問い合わせ先

　町民生活課　☎ 0146・47・2112

新冠町農業委員の募集案内
　現在の農業委員は令和５年７月 19 日をもっ

て任期満了となることから、下記のとおり農業

委員を募集します。

〇募集人数　11 人

　　　　　　※うち農業者以外の方１人を含む

〇任　　期　令和５年７月 20 日から

　　　　　　　　　　令和８年７月 19 日まで

〇身　　分　新冠町農業委員会農業委員

　　　　　　（非常勤職員）

〇受付期間　令和５年３月３日（金）から

３月 30 日（木）まで

〇申込書類　

　町ホームページからダウンロードまたは農業

委員会へ問い合わせください。

※「新冠町農業委員の募集案内」における農業

委員の業務および資格などの詳細については、

令和５年２月 10 日配布の町政事務委託文書を

ご確認ください

●問い合わせ先

　農業委員会事務局　☎ 0146・47・2472

新冠町奨学生の募集案内
〇応募資格

・町民またはその子弟であること。

・対象校は高校、専門学校、大学、専修学校、他

・経済的理由により修学困難な世帯であること。

・身体が健康であること。

・学業が平均水準以上で性行が善良であること。

・連帯保証人は２名とする。

〇貸付額（無利子）

・高等学校、高等専門学校は月額５万円

・大学、短大、専修学校、各種学校は月額６万円

〇返還方法等

　貸付終了月から起算して６カ月を経過した後に

教育委員会の定める方法により、返還すること。

　卒業後、町内に就職、または家業に従事するな

ど、町民として一定期間を超えて在住した場合は

奨学金の返還金の一部を免除する。

〇応募期間　令和５年３月１日（水）～ 31 日（金）

〇出願方法

　願書、推薦書、健康診断書、成績証明書などの

必要書類を提出してください。

●問い合わせ先

　管理課管理グループ　☎ 0146・47・2547
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　農水新冠賞絵画コンクールは、第一次産業全般に

わたる絵画の募集を行ったもので、今回は認定こど

も園から 40点、新冠小学校から 95点、朝日小学校

から 16点の合計 151点の応募がありました。

農水新冠賞受賞者

年長児の部

　最優秀賞　中村　莉子さん（ド・レ・ミ）

　優秀賞　　國保　貴助さん（ド・レ・ミ）

　　　　　　西野　桜生さん（ド・レ・ミ）

小学校低学年の部

　最優秀賞　鳥潟　若菜さん（新冠小１年）

　優秀賞　　徳田梨々亜さん（新冠小１年）

　　　　　　岡本　宙海さん（朝日小１年）

小学校中学年の部

　最優秀賞　荒牧こまちさん（朝日小３年）

　優秀賞　　東　　紗詩さん（新冠小３年）

　　　　　　小笠原　結さん（新冠小３年）

小学校高学年の部

　最優秀賞　中村　悠花さん（新冠小５年）

　優秀賞　　野本　彩水さん（新冠小５年）

　　　　　　クリス　ローレンスさん

　　　　　　　　　　　　　 （朝日小５年）

　表彰式は、３学

期の初日に認定こ

ども園および各小

中学校で行われま

した。受賞者の皆

さんおめでとうご

ざいます。

　森みつ少年少女

文芸賞は、北海道

賛歌の作詞など女

性詩人として活躍

した、故森みつさ

んの業績を讃え、

町の子どもたちの

文芸振興を図ろうと創設された賞で、今回は新冠小

学校から 93点、朝日小学校から 35点、新冠中学校

から 15点の合計 143点の応募がありました。

森みつ少年少女文芸賞

小学校低学年の部

　詩　　エンデルリンさん（朝日小２年）

　作文　吉田　健吾さん　 （新冠小２年）

小学校中学年の部

　詩　　庄野　知里さん（新冠小３年）

　作文　橋本　美南さん（新冠小４年）

小学校高学年の部

　詩　　佐藤　琉晴さん（朝日小６年）

　作文　出口　沙姫さん（新冠小５年）

中学校の部

　作文　木村　　翠さん（新冠中３年）

奨励賞

小学校中学年の部

　詩　　山口　陽大さん（新冠小４年）

　作文　長田　結萌さん（朝日小４年）

小学校高学年の部

　作文　岡本　心海さん（朝日小５年）

中学校の部

　作文　影山　綾香さん（新冠中３年）

第16回農水新冠賞絵画コンクール・第40回森みつ少年少女文芸賞

役 場 か ら の お 知 ら せ
 － Niikappu Town Office Information － その2

★チャイルドランド★

・期　日　　①２月16日（木）　10時～11時 30分

　　　　 　②３月 ２日（木）　10時～11時 30分

・内　容　　①『ひなまつり制作』

　　　　　　②『大人の絵本セラピー』

・申込期間　①２月 14 日（火）まで

　　　　 　②２月 28 日（火）まで

・定　員　　５～６組（０歳～就学前）（①・②）

　　　　　　★おしゃべりルーム★
・期　日　　３月 16 日（木）　10 時～ 11 時 30 分

・内　容　　『フォトフレーム制作』

・申込期間  ３月 14 日（火）まで

・定　員　　５組（０歳～就学前）

●問い合わせ先

　子育て支援センター

　☎ 0146・47・4525

今月の一冊

日本哺乳類図譜
写真：久保 敬親／山と渓谷社

　写真家・久保敬親が、約 50

年にわたって日本各地で撮影

した野生動物の写真を集大成。

迫力あるヒグマから、孤島に

生きるイリオモテヤマネコま

で、個性豊かな哺乳類 52 種類

を解説つきで掲載する。

新着ガイド
江戸を知る   竹内 誠

ウクライナ戦記 宮嶋 茂樹

経済危機の世界史 大村 大次郎

大人になるってどういうこと? 神内 聡

空想科学読本　2 柳田 理科雄

面白くて眠れなくなる脳科学 毛内 拡

可愛いハンガリー刺しゅう 筒井 はるみ

にほんの海 鍵井 靖章

ゴールデンカムイ　31 野田 サトル

変な絵 雨穴

ロスト・ドッグ 酒本 歩

残照 本城 雅人

匿名 柿原 朋哉

砂嵐に星屑 一穂 ミチ

老害の人 内館 牧子

嘘つきジェンガ 辻村 深月

汝、星のごとく   凪良 ゆう

夜間開館のお知らせ

アニマル号（移動図書館車）運行日程

毎週水曜日は、夜間開館日です。
夜８時まで開館しています。

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

12：45～ 13：10 新冠中学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

10：10～ 10：30 朝日小学校

12：50～ 13：20 認定こども園ド・レ・ミ

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

15：05～ 15：35 新冠小学校

15：40～ 15：55 町民センター前（児童館）

16：00～ 16：30 認定こども園ド・レ・ミ

10：10～ 10：30 朝日小学校

11：00～ 11：15 太陽郵便局

２月 10 日

15 日

16 日

３月２日

３日

10 日

16 日

●問い合わせ先　レ・コード館図書プラザ　☎ 0146・45・7777

☆びっくり箱のおはなし会
２月22日（水）10：30～赤ちゃん絵本の読み聞かせ

２月 25日（土）13：30～定例読み聞かせ

・主催　読み聞かせの会「びっくり箱」

・場所　レ・コード館図書プラザ　おはなしのへや

　事前申込不要ですが、状況により予告なく中

止となる場合があります。中止となった場合は、

図書プラザＨＰなどでお知らせします。

　ご来館時はマスク着用、手指消

毒や検温などの感染予防対策にご

協力ください。

☆蔵書点検による休館のお知らせ

　図書プラザでは、約９万３千点ある所蔵資料と

データを照合する『蔵書点検』を毎年３月に実施し

ており、この期間中は終日休館します。

　休館中はご不便をおかけしますが、ご理解とご協

力をお願いします。

●休館する期間：３月６日（月）～３月 10日（金）

※本や雑誌は、レ・コード館正面入口の返却ポスト

で返却できます。

※ DVD・CD などの壊れやすい資料は、開館してから

カウンターへ直接返却をお願いします。

※状況により運行が変更・中止となる場合があります。

図書プラザＨＰ
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新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会
で

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
心
配
ご
と

や
困
り
ご
と
に
つ
い
て
相
談
窓
口

を
常
設
し
て
い
ま
す
が
、
偶
数
月

に
は
専
門
の
相
談
員
に
よ
る
面
接

相
談
を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
面
接
相
談
日
は
次
の

日
程
で
開
設
し
ま
す
の
で
、
ご

相
談
の
あ
る
方
は
ご
来
所
い
た

だ
く
か
、
お
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

ご
要
望
に
応
じ
て
ご
自
宅
な

ど
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

○
日　

時　

２
月
15
日
（
水
）

　

10
時
～
15
時

○
場　

所　

町
社
会
福
祉
協
議
会

○
相
談
員　

奥
山　

徳
男　

氏

○
相
談
料　

無
料

●
お
問
い
合
わ
せ
先

新
冠
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
３
０

　

新
冠
町
の
総
合
文
芸
誌
「
文
藝

に
い
か
っ
ぷ
第
40
号
（
終
刊
号
）」

が
発
刊
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
号
を
も
ち
ま
し
て
終
刊
と
な

り
、
40
年
の
歴
史
に
幕
を
閉
じ
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
２
３
０

ペ
ー
ジ
と
終
刊
に
ふ
さ
わ
し
い
最

多
の
ボ
リ
ュ
ー
ム
と
な
っ
て
お

り
、
新
冠
文
芸
協
会
や
文
芸
誌
の

40
年
に
も
ふ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、「
文
藝
に
い
か
っ
ぷ
」

は
レ
・
コ
ー
ド
館
図
書
プ
ラ
ザ
と

豊
巻
商
店
で
購
入
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

○
販
売
価
格　

１
冊
７
０
０
円

●
お
問
い
合
わ
せ
先

字
高
江　

大
下　

謙
二

☎
０
１
４
６
・
４
７
・
３
０
５
２

　

相
談
は
予
約
制
で
す
。
相
談
を
希

望
さ
れ
る
方
は
お
電
話
く
だ
さ
い
。

セ
ン
タ
ー
開
設
日

２
月-

13
日
（
月
）・
15
日
（
水
）

　
　
　

20
日
（
月
）・
22
日
（
水
）

　
　
　

27
日
（
月
）

３
月-

１
日
（
水
）・
６
日
（
月
）

　
　
　

８
日
（
水
）・
13
日
（
月
）

・
相
談
時
間　

13
時
～
15
時

・
予
約
受
付　

10
時
～
16
時
（
平
日
）

●
ご
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ
先

ひ
だ
か
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

☎
０
１
４
６
・
４
２
・
８
３
７
３

O A・文具
リバティーはしもと

日
高
弁
護
士
相
談
セ
ン
タ
ー

　
　
　

　

次
の
と
お
り
確
定
申
告
会
場

を
開
設
し
ま
す
。

　

確
定
申
告
会
場
の
混
雑
を
回

避
す
る
た
め
、
会
場
へ
の
入
場

に
は
「
入
場
整
理
券
」（
会
場
で

当
日
配
布
も
し
く
は
国
税
庁
Ｌ

Ｉ
Ｎ
Ｅ
公
式
ア
カ
ウ
ン
ト
で
事

前
発
行
）
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
配
布
状
況
に
応
じ
て

後
日
の
来
場
を
お
願
い
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

ご
来
場
の
際
に
は
、
マ
ス
ク

の
着
用
や
手
指
の
消
毒
な
ど
に

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
開
設
期
間

　

２
月
16
日
（
木
）
～

３
月
15
日
（
水
）

○
相
談
受
付
時
間

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
ま
で

　

※
平
日
の
み

○
確
定
申
告
会
場

　

浦
河
税
務
署

　

浦
河
町
大
通
５
丁
目
86
番
４

●
お
問
い
合
わ
せ
先

浦
河
税
務
署

☎
０
１
４
６
・
２
２
・
４
１
３
１

　

自
動
車
税
種
別
割
は
、
４
月
１

日
現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課

税
さ
れ
る
税
金
で
す
。

○
引
っ
越
し
で
住
所
が
変
わ
っ
た

と
き
な
ど
は
、
運
輸
支
局
で
変
更

登
録
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
運
輸
支
局
で
登
録

手
続
き
が
必
要
で
す
。

・
住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
（
変
更

登
録
）

・
自
動
車
を
売
買
し
た
と
き
（
移

転
登
録
）

・
自
動
車
を
使
用
し
な
く
な
っ
た

と
き
（
抹
消
登
録
）

　

令
和
５
年
度
の
自
動
車
税
種
別

割
納
税
通
知
書
を
確
実
に
お
届
け

す
る
た
め
に
、
３
月
中
に
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
変
更
登
録
が
間
に
合
わ
な
い
と

き
は･･･

道
税
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
自
動
車
税
種
別
割
住
所
変
更
手

続
」
か
ら
納
税

通
知
書
の
送
付

先
の
変
更
を
し

て
く
だ
さ
い
。

●
お
問
い
合
わ
せ
先

札
幌
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部

☎
０
１
１
・
７
４
６
・
１
１
９
０

　

室
蘭
地
方
気
象
台
は
大
正
12
年

（
１
９
２
３
年
）
１
月
１
日
に
「
室

蘭
測
候
所
」
と
し
て
業
務
を
開
始

し
、
令
和
５
年
１
月
１
日
で
創
立

１
０
０
周
年
を
迎
え
ま
し
た
。

　

こ
の
１
０
０
年
間
で
室
蘭
の
平

均
気
温
は
０
・
９
度
の
割
合
で
上

昇
し
ま
し
た
。
室
蘭
だ
け
で
は
な

く
、
胆
振
・
日
高
地
方
の
全
て
の

観
測
所
に
お
い
て
設
置
当
時
か
ら

現
在
ま
で
の
平
均
気
温
は
上
昇
し

て
い
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
が
進
行
す
る
と
、

更
に
気
温
が
上
昇
し
雨
の
降
り
方

が
激
し
く
な
り
、
大
雨
に
よ
る
土

砂
災
害
や
洪
水
害
の
増
加
が
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

温
暖
化
の
影
響
は
植
物
の
生
態

に
も
現
れ
て
い
ま
す
。
室
蘭
の
桜

の
開
花
日
は
、
昭
和
の
時
代
に
は

大
型
連
休
の
「
こ
ど
も
の
日
」
よ

り
後
に
咲
く
こ
と
が
多
か
っ
た
の

で
す
が
、
こ
こ
数
年
は
「
こ
ど
も

の
日
」
よ
り
前
に
開
花
す
る
こ
と

が
多
く
な
り
ま
し
た
。

　

私
た
ち
の
身
近
な
気
象
デ
ー
タ

か
ら
、
気
候
変
動
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

【
気
象
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
】

地
球
環
境
・
気
候
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

【
室
蘭
の
気
温
１
０
０
年
の
変
化
】

せ

コ

ナ

ー

ー

知

お

ら

あなたの町のカー&ライフサポーター！！

TEL. (47)-2820

株式会社　伊藤商会

ココロも満タンに

新冠SS (47)-3830新和SS (47)-5011

自
動
車
税
種
別
割
の

住
所
変
更
を
お
忘
れ
な
く

確
定
申
告
会
場
開
設
期
間

１
０
０
年
間
の
気
候
変
化

自衛隊札幌地方協力本部
静内分駐所

（TEL）0146-44-2855

過去の
気象データ

ポータル
サイト

心
配
ご
と

相
談
員
に
よ
る

面
接
相
談

平日 10：00～16：00（12：00～13：00を除く）
0146-42-8373相談予約

ダイヤル

無料
面談
電話完全

道　税
ホームページ

文
藝
に
い
か
っ
ぷ

終
刊
号
の
発
刊
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１
月
８
日
、
レ
・
コ
ー
ド
館

町
民
ホ
ー
ル
で
、「
令
和
５
年
新

冠
町
二
十
歳
を
祝
う
式
典
」
が

挙
行
さ
れ
、
華
や
か
な
着
物
や

ス
ー
ツ
に
身
を
包
ん
だ
36
名
が

感
謝
と
希
望
を
胸
に
大
人
へ
の

一
歩
を
踏
み
出
し
、
二
十
歳
の

門
出
を
祝
い
ま
し
た
。

　

保
護
者
や
町
関
係
者
が
見
守

る
な
か
、
正
午
か
ら
式
典
が
開

か
れ
、
鳴
海
町
長
の
式
辞
、
荒

木
議
長
の
祝
辞
に
続
き
、
代
表

し
て
高
岡
楓
弥
さ
ん
と
村
本
雪

乃
さ
ん
が
町
民
憲
章
の
朗
唱
と

成
人
の
誓
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

式
典
終
了
後
は
「
成
人
の
集

い
」
が
開
か
れ
、
二
十
歳
と
な
っ

た
11
名
に
よ
る
判
官
太
鼓
の
演
奏

や
町
青
年
団
体
協
議
会
会
員
が
準

備
し
た
豪
華
景
品
が
当
た
る
ビ
ン

ゴ
ゲ
ー
ム
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、
会
場
入
り
口
の

看
板
を
背
に
久
し
ぶ
り
の
再
会

と
な
っ
た
友
人
た
ち
と
笑
顔
で

記
念
撮
影
す
る
な
ど
、
思
い
出

に
残
る
楽
し
い
ひ
と
と
き
を
過

ご
し
ま
し
た
。

二
十
歳
と
な
っ
た

皆
さ
ん
が
生
ま
れ
た

２
０
０
２
年
の
出
来
事

●
学
習
指
導
要
領
改
定
に
よ
り
公
立

　

小
・
中
・
高
校
が
完
全
５
日
制
と
な
る

●
日
韓
共
同
開
催
の
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
で

　

日
本
が
初
の
ベ
ス
ト
16

●
多
摩
川
に
「
タ
マ
ち
ゃ
ん
」
出
現

●
レ
・
コ
ー
ド
館
５
周
年

●
パ
ン
工
房
「
ミ
ル
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
、

　

パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど
を
販
売

●
西
泊
津
ヒ
ル
ズ
パ
ー
ク
・
パ
ー
ク
ゴ

　

ル
フ
場
が
オ
ー
プ
ン

●
健
診
を
受
け
た
乳
児
に
２
冊
の
本
を

　

提
供
す
る
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
」
開
始

●
バ
ウ
リ
ン
ガ
ル

●
部
屋
干
し
ト
ッ
プ

●
Ｘ
ｂ
о
ｘ

●
タ
マ
ち
ゃ
ん

●
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ

●
ベ
ッ
カ
ム
様

●
Ｈ
（
浜
崎　

あ
ゆ
み
）

●
ｔ
ｒ
ａ
ｖ
ｅ
ｌ
ｉ
ｎ
ｇ
（
宇
多
田　

ヒ
カ
ル
）

●
ワ
ダ
ツ
ミ
の
木
（
元　

ち
と
せ
）

【
ド
ラ
マ
】

●
空
か
ら
降
る
一
億
の
星

【
ア
ニ
メ
】

●
キ
ン
肉
マ
ン
Ⅱ
世

●
ソ
ル
ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
五
輪
開
幕

●
サ
ッ
カ
ー
Ｗ
杯
が
史
上
初
め
て
ア
ジ
ア

　

開
催
お
よ
び
共
同
開
催
で
行
わ
れ
る

●
丸
山
茂
樹
が
日
本
人
選
手
初
と
な
る

　

Ｐ
Ｇ
Ａ
ツ
ア
ー
２
勝
目
を
飾
る

●
帰
（
キ
／
か
え-

る
／
か
え-

す
）

　

日
本
経
済
が
バ
ブ
ル
以
前
の
水
準
に

戻
っ
た
こ
と
や
昔
の
歌
、
童
謡
の
リ
バ

イ
バ
ル
ヒ
ッ
ト
な
ど
を
初
め
と
す
る
回

帰
現
象
が
多
く
起
こ
っ
た
こ
と
な
ど
が

理
由

全
国
の
ニ
ュ
ー
ス

新
冠
町
の
ニ
ュ
ー
ス

ヒ
ッ
ト
商
品

流
行
語

ヒ
ッ
ト
曲

テ
レ
ビ

ス
ポ
ー
ツ

二十歳の皆さんに送るメッセージ

『ふるさと新冠』
　乗り越えていかなければならない困難や試練にぶつかった時、く

じけそうになった時、いつも『ふるさと新冠』が皆さんを優しく迎

え入れてくれます。『ふるさと新冠』とは、豊かな大地でも自然で

もなく、皆さんを教え育んでくれたご家族をはじめとする周りの

方々そのものです。人は一人では生きていけません。辛くなったら、

頼ってください。皆さんを育ててくれた『ふるさと新冠』はいつも

皆さんのことを思い、見守っています。

令和５年１月８日　新冠町長　鳴海 修司

２
０
０
２
年
の
漢
字

輝
か
し
い

　　　

未
来
に

　　　　　　

向
か
っ
て

令
和
５
年

新
冠
町
二
十
歳
を
祝
う
式
典
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発
行
・
編
集　

新
冠
町
企
画
課
ま
ち
づ
く
り
グ
ル
ー
プ
広
報
統
計
係

発　

行　

日　

令
和
５
年
２
月
10
日

住
所　

〒
０
５
９-

２
４
９
２　

北
海
道
新
冠
郡
新
冠
町
字
北
星
町
３
番
地
の
２

電
話　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
１
１
１　

Ｆ
Ａ
Ｘ　

０
１
４
６
・
４
７
・
２
６
０
０

広
報
に
い
か
っ
ぷ

令
和
５
年
２
月
号
（
通
巻
674
号
）

人の

うごき

人　口 5,185人 （前月比 －	 1 人）

　男 2,578人 （前月比	 ＋	 1 人）

　女 2,607人 （前月比	 －	 2 人）

世 帯 2,785世帯 （前月比 ＋	 9世帯）
（令和５年１月末現在）

火災・救急出動状況　　（ ）かっこ内は前年同期

救急件数

 28件 （ 32件）

351件 （322件）

交 通 事 故 発 生 状 況 　　（ ）かっこ内は前年同期

傷　者

０人（２人）

12人（８人）

死　者

０人（０人）

０人（１人）

火災件数

０件（１件）

７件（５件）

発生件数

０件（１件）

７件（８件）

区　分

５年１月

４年１～12月

区　分

５年１月

４年１～12月

住宅用火災警報器を設置しましょう
　　 ～火災から大切な家族の命を守るため

　　 ～自分自身の命を守るため

　　 ～地域の安心・安全を守るため　　　　消防署新冠支署

12 月６日～１月 20 日までの届出分（敬称略）

●いつまでもお幸せに

梅木　翔平 ♡ 木村　舞子 高　江

村上　陽成 ♡ 萩平　智美 北星町

●お誕生おめでとうございます

西 條 　 琥
こ う

生 （拓郎 亜美 ) 東　町

所 司 望
の の か

乃 加 （和隆 春美 ) 東　町

●おくやみ申し上げます

加賀谷　俊介 　８４歳 本　町

宮坂　義潔 　９７歳 中央町

坂本　和子 　８９歳 東　町

會 田 　 眸 　７０歳 西泊津

戎　　一實 　８５歳 西泊津

飛渡　道信 　８８歳 朝　日

坂元　芳一 　９９歳 大　富

江口　文男 　７２歳 大狩部

●お問い合わせ先

町民生活課町民生活グループ住民係

　　　　　　　		☎ 0146・47・2112

パパ　　　　 ママ

戸  籍  の  窓

　

第
五
十
三
話

　

　「
イ
コ
ク
の
お
話
し
」
（
要
約
文
）

　

【
人
物
に
つ
い
て
】

　

昔
、
判
官
館
に
あ
る
ア
イ
ヌ
民
族
が
住
ん

で
い
ま
し
た
。「
イ
コ
ク
」
と
呼
ば
れ
た
、
明

治
生
ま
れ
の
お
じ
い
さ
ん
で
す
。
判
官
館
の

北
側
を
流
れ
る
小
さ
な
沢
沿
い
に
、
カ
ヤ
葺

き
の
小
屋
を
設
け
て
住
ま
い
と
し
て
い
ま
し

た
。
森
で
は
山
菜
や
木
の
実
を
摘
み
、
海
で

は
貝
や
魚
、
海
藻
を
と
っ
て
慎
ま
し
や
か
に

生
活
を
し
て
い
ま
し
た
。
イ
コ
ク
の
こ
と
を

表
わ
し
た
一
文
が
あ
り
ま
す
。

　　

「
骨

こ
つ
り
ゅ
う

瘤
の
柏

は
く
じ
ょ
う杖

携
え
て　

痩や
せ
い
ぬ犬

雑
多
を
友

連
れ
る　

時
に
飄

ひ
ょ
う
ぜ
ん

然
と
し
て
現
れ　

霞
か
す
み

と
共

に
去
る
」

　

【
古
老
が
語
っ
た
イ
コ
ク
の
お
話
し
①
】

　

イ
コ
ク
は
本
当
の
昔
の
ア
イ
ヌ
民
族
で

ね
、
判
官
館
の
ふ
も
と
に
住
ん
で
い
た
。
子

ど
も
時
代
は
よ
く
知
ら
な
い
も
の
だ
か
ら
、

お
っ
か
な
く
て
泣
い
た
も
の
だ
っ
た
。
カ
ヤ

で
囲
っ
た
家
に
住
ん
で
い
た
。
夏
は
裸
足

だ
っ
た
ね
。
冬
は
「
ケ
リ
」
と
い
う
動
物
の

皮
で
作
ら
れ
た
靴
を
履
い
て
い
た
。
イ
コ
ク

が
何
才
だ
っ
た
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
私
が

子
ど
も
の
と
き
は
大
正
時
代
だ
っ
た
。
仕
事

と
か
は
特
別
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
う
。
イ

コ
ク
は
犬
を
た
く
さ
ん
連
れ
て
い
た
。
犬
は

毛
が
あ
る
か
ら
あ
た
た
か
い
で
し
ょ
う
。
犬

を
布
団
代
わ
り
に
し
て
く
る
ま
っ
て
寝
て
い

た
ら
し
い
ね
。

　

【
古
老
が
語
っ
た
イ
コ
ク
の
お
話
し
②
】

　

イ
コ
ク
は
魚
を
と
っ
て
い
た
姿
を
よ
く
見

か
け
た
。「
マ
レ
ク
」
と
い
う
鉤
を
ひ
っ
か
け

て
と
る
の
だ
。
ア
キ
ア
ジ
な
ん
か
を
と
っ
た
り

し
て
お
っ
た
。
言
葉
は
、
ア
イ
ヌ
語
と
日
本

語
が
混
じ
っ
た
よ
う
な
言
葉
を
し
ゃ
べ
っ
て

お
っ
た
。判
官
館
を
住
み
家
に
し
て
い
た
け
ど
、

や
は
り
魚
や
山
菜
が
た
く
さ
ん
あ
る
か
ら
、
自

然
と
住
む
よ
う
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
な
。

子
ど
も
の
と
き
は
、
い
た
ず
ら
な
ど
悪
い
こ
と

を
し
た
ら
「
イ
コ
ク
の
と
こ
ろ
に
や
る
ぞ
」
と
、

大
人
か
ら
言
わ
れ
た
も
の
だ
が
、
実
際
の
イ
コ

ク
は
と
て
も
優
し
い
人
だ
っ
た
。

※
イ
コ
ク
の
こ
と
は
、
新
冠
郷
土
文
化
研
究

会
発
行
『
ふ
る
さ
と
回
顧
』
に
も
詳
し
く
載
っ

て
い
ま
す

新
新
冠
に
ま
つ
わ
る
お
話
し
を
集
め
た

冠

百

話

判官館に住んでいた

アイヌ民族「イコク」

新冠小学校６年生です

ぼくとわたしの

夢 将来の夢はまだ決

まっていませんが

やりたいことは北

海道を一周したい

です。

三宅　瑛翔

僕の将来の夢は、

コンビニで働くこ

とです。理由はホッ

トシェフで料理を

したいからです。

三上　壮太

将来の夢というの

は特にないけれど、

た く さ ん の 事 に

チャレンジしてい

きたいです。

村上　愛実

私の将来の夢は、

飛行機に乗って、

都道府県の食べ物

などを買って思い

出に残すことです。

宮ノ脇　葵

　

泉
地
区
は
、
も
と
も
と
ア
イ
ヌ
民
族
の
コ
タ
ン
が

あ
り
ま
し
た
が
、
明
治
に
な
る
と
農
耕
馬
や
軍
馬
を

育
成
し
た
「
御
料
牧
場
」
の
範
囲
と
な
り
、
古
く
か

ら
馬
産
改
良
や
開
拓
の
地
と
な
っ
た
所
で
す
。

　

生
活
館
に
は
、
泉
に
お
け
る
開
拓
の
功
績
を
後

世
に
伝
え
る
た
め
、「
拓
魂
碑
」
と
い
う
立
派
な

開
拓
記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
碑
文
に
は
、

開
拓
と
馬
産
事
業
に
尽
力
し
た
「
古
川
ア
シ
ン
ノ

カ
ル
」
と
い
う
ア
イ
ヌ
民
族
の
こ
と
が
刻
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

題
字
は
、
三
笠
宮
寛
仁
親
王
殿
下
に
よ
る
も
の

で
、
碑
の
除
幕
式
に
は
殿
下
ご
夫
妻
が
お
こ
し
に

な
り
、
多
く
の
人
が
参
集
し
て
盛
大
に
挙
行
さ
れ

ま
し
た
。

「
新
冠
の
碑
（
い
し
ぶ
み
）」
27

　

『
拓
魂
碑
（
泉
地
区
）
』

○
拓
魂
碑
（
た
く
こ
ん
ひ
）

　
建
立
年
月
　
　
昭
和
63
年
９
月

　
所
在
地
　
　
　
泉
生
活
館
付
近

　
高
　
さ
　
　
　
約
２
・
５
ｍ
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祝
　
令
和
５
年
新
冠
町

二
十
歳
を
祝
う
式
典

皆
様
の
限
り
な
い
飛
躍
を
願
っ
て
い
ま
す

令
和
５
年

1
月
８
日
　
新
冠
町
レ
・
コ
ー
ド
館
町
民
ホ
ー
ル


